
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２０２３動物感謝デー １７th in JAPAN」が開催されました 

 

「動物感謝デーin JAPAN」は、動物への医療の提供をはじめ、畜産物の生産から流通にいたる安全性の

確保と生産性の向上、人と動物の共通感染症への対策、医薬品の研究・開発、獣医学の教育・研究、動物

福祉や愛護、野生動物対策など、多岐にわたる獣医師の役割と活動を広く普及するために、２００７年から

毎年継続して行っているイベントです。 

令和５年１１月２３日（木・祝）、東京・上野恩賜公園において、 

「２０２３動物感謝デー １７th in JAPAN」が開催されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の「動物感謝デー」は世界獣医師会が提唱する「世界獣医師の日」活動の

一環として、獣医師が取り組む様々な仕事や、人と動物が共生する豊かな社会を

目指した取組について、国民の皆様にご紹介することを目的として、毎年、日本獣

医師会が開催してまいりました。 

「動物感謝デー」のテーマは、ワンヘルスの理念を踏まえ、「動物と人の健康は

一つ。そして、それは地球の願い。」としています。 

ご来場の皆様には、会場内ステージでの催しやブース展示などを通して、常日

頃より「ワンヘルス」の取組に中心的な役割を果たす獣医師の使命・役割と活動

についてご理解をいただきたいと思います。 

（一部抜粋） 

会場では、「一日獣医師体験コーナー」、「馬とのふれあい体験」や「ステージイベント」などが行われました。 

【藏内勇夫会長：開会挨拶】 

 


